
　
家
族
形
態
の
変
化
の
現
状
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て

論
じ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
変
化
が
家
族

機
能
へ
与
え
る
影
響
を
考
察
す
る
。

転
換
期
に
あ
る
家
族

　
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
世
代
分
離
、
晩
婚
化
・

非
婚
化
、
少
子
化
の
進
展
、
離
婚
率
の
上
昇
な
ど
、

家
族
の
あ
り
方
は
、
伝
統
的
な
家
族
規
範
か
ら
抜
け

出
し
、
個
人
の
主
体
的
な
選
択
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
つ
つ

あ
る
。

　
就
業
の
機
会
が
多
様
化
し
た
こ
と
や
、
家
族
機
能

を
代
替
す
る
専
門
シ
ス
テ
ム
が
発
達
し
た
こ
と
に
よ

り
、
個
人
が
家
族
と
い
う
集
団
に
依
存
せ
ず
、
自
立

的
、
選
択
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
享
受
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
近
年
盛
ん
に
喧
伝
さ
れ
る
家
族
が
崩
壊
し
つ
つ
あ

る
と
い
う
指
摘
の
背
後
に
は
、
性
別
役
割
分
業
を
理

想
と
し
、
画
一
的
に
家
族
を
と
ら
え
る
価
値
観
が
あ

る
。
し
か
し
、
豊
か
な
時
代
を
迎
え
、
家
族
員
の
生

活
保
障
の
機
能
を
担
っ
て
き
た
家
族
の
存
在
意
義
が

揺
ら
ぎ
始
め
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
現
代
社
会
の
必
然

的
な
帰
結
と
い
え
る
。

　
視
点
を
転
じ
れ
ば
、
近
年
の
脱
家
族
化
の
様
祖
は
、

女
性
の
社
会
進
出
、
高
齢
社
会
・
少
子
社
会
の
到
来
、

就
業
構
造
の
転
換
な
ど
、
社
会
の
変
動
に
対
し
て
、

家
族
が
そ
の
形
態
を
多
様
化
さ
せ
、
対
応
し
て
い
る

と
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

家
族
機
能
の
変
化

　
世
代
分
離
の
進
展
や
、
婚
姻
や
出
生
に
関
す
る
変

化
は
、
家
族
が
従
来
も
つ
と
さ
れ
て
き
た
出
産
や
養

育
の
機
能
、
親
の
扶
養
や
介
護
の
機
能
な
ど
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
近
い
将
来

も
含
め
て
考
察
し
て
み
た
い
。

①
－
出
産
や
養
育
の
機
能
の
低
下

ア
女
性
の
社
会
進
出
の
本
格
化

　
従
来
、
男
性
の
大
半
が
労
働
力
と
な
り
「
生
涯
型

労
働
力
」
と
言
わ
れ
る
の
に
対
し
、
女
性
は
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
労
働
力
率
が
大
き
く
変
化
す
る

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
型
労
働
力
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
、
出
産
後
も
仕
事
を
継
続
す
る
女
性

が
増
加
す
る
な
ど
、
こ
の
傾
向
に
も
徐
々
に
変
化
が

見
ら
れ
て
い
る
。

　
横
浜
市
の
女
性
の
労
働
力
率
（
十
五
歳
以
上
の
人

口
に
占
め
る
労
働
力
人
口
の
割
合
）
は
、
一
九
七
五

年
に
は
三
六
・
八
％
、
八
〇
年
に
は
三
七
・
九
％
、

八
五
年
に
は
四
一
・
六
％
、
そ
し
て
九
〇
年
に
は
四

三
・
八
％
と
全
国
を
下
回
る
も
の
の
、
着
実
に
上
昇

し
て
き
て
い
る
（
図
－
１
）
。

特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
②
家
族
形
態
と
機
能
の
変
化

図一１　女性の労働力率（横浜市、全国）
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④
家
族
形
態
の
変
化
が
機
能
に
与
え
る
影
響

１

２

１２



た
。
し
か
し
、
日
常
的
な
身
辺
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

　
　
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に
よ
る
と
、
六
十
五
歳

以
上
の
在
宅
者
に
占
め
る
要
介
護
高
齢
者
の
割
合
は
、

一
九
八
六
年
の
三
・
二
二
％
か
ら
、
九
三
年
に
は
五
・

二
三
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
横
浜
市
民
生
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
横
浜

市
で
は
一
九
八
九
年
の
時
点
で
、
高
齢
者
二
十
五
万

四
千
人
の
う
ち
、
寝
た
き
り
高
齢
者
は
一
万
三
千
人

（
五
・
一
％
）
、
痴
呆
性
高
齢
者
は
一
万
二
千
人
（
四
・

イ
家
族
の
出
産
、
養
育
機
能
の
低
下

　
経
済
的
に
自
立
が
可
能
な
女
性
が
、
意
に
反
し
て

家
庭
の
枠
の
中
に
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
個
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
ず
、
も
て
る
能
力
を
発
揮
す
る
機
会

を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
就
業
機
会
の
縮
小
や
一
方
的
な
家
事
・
育
児
負
担

を
予
見
し
た
女
性
た
ち
が
、
子
供
の
数
を
減
ら
し
た

り
、
結
婚
そ
の
も
の
を
先
延
ば
し
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
合
理
的
な
選
択
行
動
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
て
、

急
速
に
出
産
機
能
が
弱
ま
っ
て
く
る
。

　
さ
ら
に
、
子
供
の
養
育
面
で
の
機
能
も
低
下
し
て

い
る
。
核
家
族
化
が
進
行
し
、
祖
父
母
や
他
の
親
族

の
育
児
参
加
が
望
め
な
い
た
め
、
未
経
験
な
母
親
が

も
っ
ぱ
ら
育
児
に
あ
た
り
、
育
児
不
安
、
育
児
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に
な
っ
て
、
育
児
が
十
分
に
行
え
な
い
ケ
ー

ス
も
発
生
し
て
い
る
（
図
－
２
）
。

　
育
児
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
性
別
役
割
分

業
観
の
転
換
、
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
、
育
児
と
就

業
の
両
立
が
可
能
と
な
る
条
件
が
整
備
さ
れ
な
け
れ

ば
、
家
族
が
担
っ
て
き
た
出
産
や
養
育
の
機
能
は
ま

す
ま
す
低
下
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

晩
婚
化
か
少
子
化
を
も
た
ら
し
、
労
働
力
人
口
の
減

少
を
招
く
と
い
う
よ
う
に
、
社
会
全
体
の
視
点
か
ら

見
る
と
大
き
な
損
失
と
な
る
（
図
－
３
）
。

②
－
介
護
機
能
の
低
下

ア
世
代
分
離
に
よ
り
深
刻
と
な
る
介
護
問
題

　
世
代
分
離
の
進
行
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
の
増
加
を
伴
い
、
必
然
的

に
家
族
が
担
っ
て
き
た
扶
養
、
介
護
の
機
能
が
低
下

し
て
き
て
い
る
（
図
一
４
）
。

　
社
会
保
障
制
度
の
充
実
等
に
よ
り
、
多
く
の
高
齢

者
が
経
済
的
に
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ

図一２　家庭の機能（出産・養育）

七
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
表
－
１
）
。

　
こ
う
し
た
高
齢
者
の
介
護
を
主
に
担
っ
て
き
た
の

は
、
同
居
し
て
い
る
家
族
で
あ
っ
た
。
寝
た
き
り
高

齢
者
の
介
護
は
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
及

び
、
衣
類
の
着
脱
、
排
泄
や
入
浴
の
世
話
な
ど
、
一

日
中
付
き
添
い
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
小
家

族
化
は
、
介
護
の
負
担
が
そ
れ
だ
け
少
な
い
家
族
員

に
集
中
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

イ
妻
に
集
中
す
る
介
護
役
割

　
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
が
増
え
た
こ
と
は
、
結
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図一４　家族の機能（扶養・介護）



果
と
し
て
介
護
の
負
担
を
妻
に
集
中
さ
せ
る
。
男
女

間
の
平
均
寿
命
の
差
に
加
え
、
夫
の
ほ
う
が
年
上
の

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
夫
の
介
護
を
妻
が
担
う
確
率

が
高
く
な
る
。

　
横
浜
市
衛
生
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
横
浜
市
の
寝

た
き
り
高
齢
者
の
主
な
介
護
者
は
、
妻
が
二
七
・
三

％
、
夫
が
Ｉ
〇
・
八
％
と
、
圧
倒
的
に
妻
が
介
護
役

で
あ
る
割
合
が
高
い
。
高
齢
者
が
高
齢
者
の
介
護
に

あ
た
る
こ
と
は
、
身
体
的
な
負
担
を
考
え
れ
ば
深
刻

な
問
題
で
あ
る
（
図
－
５
）
。

ウ
介
護
が
期
待
で
き
る
子
供
の
数
の
減
少

　
一
方
、
六
十
五
歳
以
上
の
単
身
世
帯
も
増
え
て
い

る
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
と
っ
て
、
身
体
の
自

由
が
き
か
な
く
な
っ
た
と
き
、
だ
れ
が
介
護
を
し
て

く
れ
る
の
か
不
安
が
大
き
い
。
い
よ
い
よ
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
、
介
護
し
て
く
れ
る
家
族
員
を
求

め
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
今
度
は
少
子
化
が
障
壁
と
な
る
。

高
齢
者
一
人
当
た
り
の
（
介
護
が
期
待
で
き
る
）
家

族
員
の
減
少
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
六
〇
年
の
十
五
年
間
に
、

合
計
特
殊
出
生
率
は
四
・
五
四
か
ら
二
・
〇
へ
急
激

な
低
下
を
示
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
、
戦
前
、

戦
中
に
生
ま
れ
た
世
代
が
結
婚
、
出
産
に
あ
た
る
時

期
で
あ
る
。
こ
の
世
代
が
高
齢
者
と
な
り
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
、
介
護
を
期
待
で
き
る
子
供
の

数
は
少
な
い
。

　
息
子
の
嫁
と
折
り
合
い
が
悪
く
、
娘
に
介
護
を
期

待
し
た
が
、
そ
の
娘
も
自
分
の
姑
の
介
護
を
し
て
い

た
と
い
う
ヶ
ー
ス
も
珍
し
く
な
い
。
子
供
の
数
が
少

な
い
世
代
が
要
介
護
期
に
達
し
た
場
合
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
よ
り
頻
繁
に
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
非
婚
の
場
合
は
、
子
供
に
よ
る
介
護
の
可

能
性
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
家
族
介
護
を
ど
う
し
て
も
求

め
る
と
な
る
と
、
数
少
な
い
兄
弟
や
そ
れ
以
外
の
親

族
を
さ
が
す
し
か
な
い
。

エ
主
な
担
い
手
だ
っ
た
女
性
の
就
業
化

　
前
述
の
横
浜
市
衛
生
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
寝
た

き
り
高
齢
者
の
夫
や
妻
以
外
の
主
な
介
護
者
は
、
娘

が
二
三
・
六
％
、
嫁
が
二
六
・
〇
％
、
息
子
が
四
・

五
％
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
男
性
は
介
護
役
割
か

ら
は
ず
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
女
性
が
介
護
を
担
っ
て
い

る
。

表－1　援助を必要とする高齢者の動向

特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
②
家
族
形
態
と
機
能
の
変
化

　
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
女
性
の

就
業
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
、
介
護
の
担
い
手
と
し

て
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
介
護
の
た
め
に

就
業
を
断
念
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
ろ
う
が
、
家

族
病
理
の
と
こ
ろ
で
見
た
よ
う
に
、
決
し
て
望
ま
し

い
こ
と
で
は
な
い
。

　
家
族
形
態
の
変
化
に
よ
る
様
々
な
ケ
ー
ス
で
、
す

で
に
家
族
に
よ
る
介
護
は
、
担
い
手
の
確
保
が
困
難

な
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
、
こ
の
傾

向
は
強
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

図一５　寝たきり患者の主な介護者
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